
日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する
世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第30総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本YWCAビジョン2015
（1）非核・非暴力による平和を構築する　
　  ・平和憲法をまもり、世界に広める
　  ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く
　  ・女性と子どもの権利をまもる
　  ・パレスチナYWCAの活動を支援する
（2）若い女性のリーダーシップを養成する
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5面	今を生きるあなたへ
	 闇夜の中でも自らの光の道を	（金	香百合）
6面	「ひろしまを考える旅2012」お知らせ

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
創
る
、

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ

「
3.
11
」
が
変
え
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

　

昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
引

き
続
き
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
は
、
日
本
社
会
を
足
下
か
ら
大
き

く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
た
だ

コ
ー
ド
を
差
し
込
む
だ
け
だ
っ
た
コ
ン
セ

ン
ト
の
先
を
想
像
し
、
本
当
に
安
心
で
安

全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
た
い
と
多
く
の

人
が
声
を
あ
げ
て
い
る
。

　
「
F
U
K
U
S
H
I
M
A
」
は
諸
外
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

2
0
1
0
年
に
原
発
の
運
転
延
長
を
決
定

し
て
い
た
ド
イ
ツ
は
、
そ
の
方
針
を
凍
結

し
、
2
0
2
2
年
ま
で
の
原
発
全
廃
を
決

　
5
月
5
日
に
北
海
道
電
力
泊
原
発
3
号
機
が
定
期
点
検
の
た
め
停
止
し
、

日
本
は
42
年
ぶ
り
に
原
発
稼
働
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
電
力
福
島
原
発

の
事
故
後
、
そ
れ
で
も
「
原
発
が
な
け
れ
ば
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
立

ち
ゆ
か
な
い
」
と
再
稼
働
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。（
編
集
委
員
会
）

定
し
た
。
ス
イ
ス
は
2
0
3
4
年
ま
で
の

原
発
廃
止
を
決
め
、
イ
タ
リ
ア
で
は
国
民

投
票
で
脱
原
発
が
選
択
さ
れ
た
。

　

日
本
政
府
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」
を
今
年
7
月
ま
で
に
見
直
す
予
定

だ
。
そ
の
た
め
に
経
済
産
業
省
の
下
に
設

け
ら
れ
た
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

基
本
問
題
委
員
会
で
は
、
25
人
の
委
員
が

2
0
1
1
年
10
月
か
ら
議
論
を
重
ね
て
い

る
。
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ

れ
て
お
り
、
6
月
下
旬
か
ら
は
「
国
民
的

議
論
」
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　

3
・
11
以
前
ま
で
は
一
部
関
係
者
の
み

に
閉
じ
ら
れ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

策
定
の
場
は
開
か
れ
つ
つ
あ
る
。「
み
ん
な

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
会
議
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
経
済
を
考
え
る
経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
」 氏家芙由子

認定NPO法人
環境エネルギー政策研究所
リサーチアシスタントな

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
や
実
践
の
場
も

立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
幅
広
い

議
論
を
経
て
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
選
択
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

転
換
期
へ

　

生
活
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、

際
限
な
く
資
源
の
生
産
・
利
用
を
押
し
進

め
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
消
費
を
抑
制
し

つ
つ
賢
い
省
エ
ネ
を
進
め
、
必
要
分
は
太

陽
・
風
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
熱
・
水
力

と
い
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と

が
基
本
的
に
目
指
さ
れ
る
。

　

日
本
は
こ
れ
ま
で
原
子
力
を
偏
重
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
に
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ほ
と
ん
ど
位
置
付
け
て
こ
な
か
っ

た
。
2
0
0
4
年
に
電
力
会
社
に
一
定
割

合
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
気
の
買

い
取
り
を
義
務
付
け
た
R
P
S
（
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
）
が
導
入
さ
れ
た
が
、

2
0
1
0
年
に
1
・
35
%
と
い
う
低
過
ぎ

る
導
入
目
標
値
な
ど
に
よ
り
、
普
及
拡
大

ど
こ
ろ
か
逆
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
押
さ

え
込
ん
だ
。
北
海
道
電
力
な
ど
は
風
力
発

電
導
入
量
に
枠
を
設
け
、
事
業
者
が
送
電

網
に
風
力
発
電
で
発
電
し
た
電
力
を
つ
な

ぐ
た
め
に
は
数
倍
の
確
率
の
抽
選
に
当
選

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
も

あ
っ
た
。
発
送
電
を
独
占
す
る
電
力
会
社

は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
導
入
の
動

機
を
持
た
な
か
っ
た
。

　

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
こ
の
10
年
ほ
ど
で
爆
発
的
に

普
及
拡
大
し
て
い
る
。
2
0
0
9
年
に

1

2
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甲
府
Y
W
C
A
は
今
夏
「
原
爆
絵
画
展
」
第
30
回
を
迎
え
ま
す
。

一
昨
年
の
原
爆
絵
画
展
で
、
広
島
市
民
が
描
い
た
絵
に
、
あ
る
女

の
子
が
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
悲
し
い
絵
ば
か
り
あ
る
の
？
」
と

涙
を
浮
か
べ
て
同
行
の
お
年
寄
り
に
尋
ね
て
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
！
」
が
こ
こ
3
年
間
の
「
原

爆
絵
画
展
」
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
前
述
の
女
の
子
の
泣
き
出
さ
ん

ば
か
り
の
顔
が
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
日

本
Y
W
C
A
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
平
和
で
安
心
し

て
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
よ
う
と
、
核
の
な
い
世
界
を
目
指
し

て
こ
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
は
変
わ
り
ま
し
た
。
日
々
放
射
線
量
を
気
に
す
る
中
、
子

ど
も
た
ち
は
成
長
に
欠
か
せ
な
い
戸
外
で
の
自
由
な
遊
び
が
許
さ

れ
ず
、
将
来
へ
の
健
康
不
安
を
背
負
う
毎
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
常
稼
働
で
も
原
発
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
「
核
の
ゴ
ミ
」

の
処
理
に
は
非
常
に
長
い
時
間
と
多
額
の
経
費
が
必
要
と
の
こ

と
。
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
後
始
末
を
子
ど
も
た
ち
や

そ
の
子
孫
に
担
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
は

半
減
期
が
30
年
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
2
3
9
に
至
っ
て
は
半
減
期
が

2
万
4
0
0
0
年
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
こ
の
処
理
の
方
法
は

未
だ
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
で

原
発
事
故
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
停
止
中
の
原
発
の
再
稼
働
も
政

治
的
判
断
で
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
は
強
く
「
核
」
を
否
定
し
、
原
発
を
持
つ
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
日
本
と
世
界
の
「
自
然
環
境
」
と
「
普
通
に
過
ご

せ
る
平
和
な
生
活
」
を
未
来
に
残
す
責
任
が
あ
り
ま
す
。「
核
」

否
定
の
思
想
に
立
つ
日
本
Y
W
C
A
の
一
員
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
人
権
と
未
来
を
守
る
た
め
、
今
年
も
「
原
爆
絵
画
展
」
の

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　

（
甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未
来
を
！

薬み
な
い袋
洋
子

は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
16
%

を
、
2
0
1
1
年
に
は
世
界
の
電
力
供
給

の
20
%
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
し
た

1
。
ド
イ
ツ
で
は
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
12
・
2
%
、
電
力
消
費
量
の
20
%
を

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
し
て
い
る
2
。
ス

ペ
イ
ン
で
は
風
力
発
電
が
電
力
供
給
の
最

大
40
%
を
占
め
る
こ
と
も
あ
り
、マ
ド
リ
ッ

ド
に
あ
る
中
央
給
電
司
令
所
が
変
動
す
る

出
力
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
南
米
等
で
の
成
長

も
著
し
い
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
21
世
紀

の
産
業
の
主
役
に
踊
り
出
し
、
多
く
の
雇

用
も
創
出
し
て
い
る
。

　

世
界
の
活
況
に
対
し
、
日
本
国
内
の
取

り
組
み
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
2
0
0
9

年
の
発
電
量
全
体
に
占
め
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
は
、
大
型
水
力
を
除
け
ば
わ

ず
か
3
・
5
%
で
、
2
0
0
0
年
か
ら
の

伸
び
は
約
1
%
に
と
ど
ま
る
3
。
2
0
0
4

年
ま
で
は
世
界
一
の
発
電
容
量
を
誇
っ
て

い
た
太
陽
光
発
電
は
、
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ

ン
に
そ
の
座
を
明
け
渡
し
て
い
る
4
。

賢
い
政
策
の
導
入
に
よ
る

変
革
の
実
現

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
に
据
え
た
賢
い

政
策
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
革
し
て

い
く
鍵
と
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
5

が
示
す
よ
う
に
、
日
本
の
各
地
域
に
は
豊

か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
存
在
す
る
。

折
し
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
が
今
年
7
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
力
を
電
力

会
社
に
一
定
期
間
一
定
価
格
で
買
い
取
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
固
定
価
格
買
取
制
度

は
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
や
ス

ペ
イ
ン
な
ど
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆

発
的
な
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。
制
度
の
施

行
を
前
に
、
国
内
で
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
事
業
計
画
が
次
々
に
立
ち
上
が
り
、
特

に
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
住
宅
メ
ー

カ
ー
な
ど
異
業
種
の
参
入
の
動
き
も
見
ら

れ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
を
創
る
道

筋
は
開
け
た
。
政
府
は
明
確
な
導
入
目
標

値
を
定
め
、
関
連
法
の
整
備
や
、
自
然
公

園
法
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
障
害

と
な
っ
て
い
る
法
規
制
の
見
直
し
等
に
早

急
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
送

電
分
離
を
含
め
た
電
力
市
場
の
改
革
も
視

野
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の

主
役
は
地
域

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む
主

体
は
事
業
者
だ
け
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
や

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
で
は
、
多
く
の
農
民
や

個
人
、
地
域
の
人
々
が
つ
く
る
協
同
組
合

な
ど
が
資
金
を
出
し
合
い
風
車
や
太
陽
光

パ
ネ
ル
な
ど
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
地

域
の
人
た
ち
が
出
資
し
、
意
思
決
定
に
参

加
し
、
売
電
し
た
利
益
を
得
る
よ
う
な
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

パ
ワ
ー
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
日
本
で

も
全
国
12
基
の
「
市
民
風
車
」
や
長
野
県

飯
田
市
の
「
市
民
発
電
所
」
な
ど
の
先
駆

的
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
3
・
11
後
、
さ

ら
に
各
地
で
地
域
主
導
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

が
生
ま
れ
て
い
る
。
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
研
究
所
は
、
2
0
1
2
年
3
月
8
日
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ
ワ
ー
会
議
」
を
開
催

し
、自
分
た
ち
の
地
域
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
に
取
り
組
む
国
内
外
の
人
た
ち
と
そ

の
取
り
組
み
を
共
有
し
た
6
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
社
会
を
転

換
し
て
い
く
大
き
な
契
機
と
な
り
得
る
。

地
域
の
資
源
が
見
直
さ
れ
、
経
済
・
社
会

の
活
性
化
等
の
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ
れ

る
。
供
給
側
・
需
要
側
共
に
多
様
な
選
択

肢
が
生
ま
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

質
も
向
上
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
多
様

な
市
民
が
参
加
す
る
足
下
か
ら
の
議
論
や

取
り
組
み
は
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
へ
の
転
換
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

1  自然エネルギー世界白書2011

2 http://www.erneuerbare-energien.de/files/english/pdf/
application/pdf/ee_in_zahlen_tischvorlage_en.pdf

3 自然エネルギー白書2011

4 自然エネルギー世界白書2011

5 「永続地帯」千葉大学倉阪研究室、
 認定NPO法人環境エネルギー政策研究所
 http://sustainable-zone.org/
 環境省平成22年度再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査
 http://www.env.go.jp/earth/report/h23-03/

6 詳細は以下  http://www.isep.or.jp/news/2328
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「風」  「水」  「光」  「森」

場
の
職
員
、
環
境
推
進
課
の
坂
本
重
文

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。「
決
し
て
私
た

ち
は
脱
原
発
を
掲
げ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
…
」
と
始
め
ら
れ
た
内

容
を
伝
え
た
い
。●

　
標
高
1
3
0
0
m
の
風
車　

　

梼
原
町
の
デ
ン
マ
ー
ク
製
の
風
車
は
、
風
速

3
m
か
ら
発
電
を
は
じ
め
、
最
大
で
1
時
間
に

6
0
0
K
W
の
電
気
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

風
車
の
内
部
に
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
風

車
が
一
番
よ
い
状
況

で
風
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う

風
車
の
向
き
や
、
羽

根
の
角
度
を
自
動

で
管
理
し
て
い
る
。

　
「
風
が
さ
さ
や
き
、
森
が
踊
り
、
神
々
が
舞
い

降
り
る
。
そ
こ
は
雲
の
上
の
楽
園
、
梼ゆ
す
は
ら原
」（
梼

原
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）。
東
日
本
大
震
災

後
3
カ
月
、
手
に
し
た
新
聞
で
知
っ
た
高
知
県

梼
原
町
。
以
来
こ
の
町
の
こ
と
が
頭
を
離
れ
ず
、

い
つ
か
訪
れ
た
い
と
思
い
続
け
、
今
年
3
月
初

め
、
つ
い
に
念
願
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
町

面
積
の
91
%
を
森
林
が
占
め
、
日
本
3
大
カ
ル

ス
ト
の
ひ
と
つ
四
国
カ
ル
ス
ト
に
抱
か
れ
た
自
然

豊
か
な
山
間
の
、
人
口
4
0
0
0
人
あ
ま
り
の

小
さ
な
町
に
初
め
て
立
っ
た
。
電
柱
が
な
い
。
電

線
が
な
い
。
深
い
緑
を
背
景
に
白
・
黒
・
茶
色

を
基
調
に
し
た
町
の
た
た
ず
ま
い
。
そ
こ
に
は
や

さ
し
く
落
ち
着
い
た
、
し
か
も
文
化
の
香
り
漂

う
空
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
流
れ
て
い
た
。
役

　
川
と
谷
か
ら
小
水
力
発
電

　

梼
原
川
・
四
万
川
な
ど
町
内
の
多
く
の
川
の

流
れ
の
勢
い
や
高
低
差
な
ど
、
山
間
に
あ
る
川

の
特
性
を
生
か
し
た
小
水
力
発
電
に
取
り
組
み
、

昼
は
中
学
校
の
施
設
に
供
給
し
、
夜
間
は
町
中

の
街
路
灯
（
82
基
）
に
電
気
を
供
給
し
て
い
る
。

　
梼
原
ペ
レ
ッ
ト

　

地
域
で
生
じ
る
製
材
端
材
や
林
地
で
の
間
伐

時
に
生
じ
る
未
利
用
資
源
を
原
料
に
し
て
、
固

形
燃
料
で
あ
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
。
バ
イ
オ

燃
料
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
燃
料
供

給
が
可
能
と
な
り
、
熱
量
を
一
定
に
保
つ
こ
と
が

出
来
る
。
現
在
年
間
1
2
0
0
ト
ン
の
ペ
レ
ッ
ト

を
生
産
し
、
温
泉
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
の
冷
暖

房
に
活
用
し
て
い
る
。

　
太
陽
光
発
電

　

役
場
や
学
校
な
ど
町
立
施
設
の
す
べ
て
に
太

陽
光
発
電
を
つ
け
る
。
特
に
5
年
前
に
完
成
し

た
新
庁
舎
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
国
内

最
高
ク
ラ
ス
の
発
電
量
で
あ
る
毎
時
80
k
w
も
の

規
模
で
採
用
し
、
ま
た
積
雪
を
考
慮
し
て
屋
根
一

体
型
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
意
匠
的
に
も
す
っ
き

り
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
中
熱

　

地
中
熱
を
活
用
し
25
メ
ー
ト
ル
の
温
水
プ
ー

ル
を
運
営
し
て
い
る
。

●

　

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
政
策
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
は
な
く
、
町
民
を
前
面
に
立
て
て
や
っ
て
き

た
。
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
の
は
中
越
武
義
前

町
長
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
期
に
建
て
ら
れ
た
町
営
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
維
持
管
理
費
が
問
題
と
な
っ
た

際
、
そ
の
地
名
が
風
早
だ
っ
た
こ
と
か
ら
風
の
力

を
借
り
て
経
費
の
節
減
が
出
来
な
い
か
考
え
た
。

梼
原
町
の
税
収
は
3
億
円
、
2
億
2
0
0
0
万

円
の
風
車
の
設
置
に
関
し
て
町
民
の
意
思
を
問

う
た
結
果
、
95
%
が
賛
成
で
あ
っ
た
。
町
民
の

広
い
議
論
の
末
1
9
9
9
（
平
成
11
）
年
11
月

11
日
の
11
時
11
分
を
期
し
て
発
電
を
開
始
し
た
。

風
力
発
電
で
生
ま
れ
る
4
0
0
0
万
円
の
収
益

を
、
環
境
資
金
と
し
て
積
み
立
て
、
他
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
採
用
の
財
源
に
す
る
循
環
を
つ
く
っ
た
。

「
環
境
・
健
康
・
教
育
」
を
新
し
い
町
づ
く
り
の

方
向
性
と
し
、
公
募
し
た
町
民
15
人
を
ド
イ
ツ

や
ス
イ
ス
に
派
遣
し
詳
し
い
報
告
と
町
へ
の
提
案

を
求
め
た
。
町
を
ど
う
す
る
か
は
町
民
自
身
が

「風」  「水」  「光」  「森」

自然を活かす
雲の上の町

ゆすはらを訪ねて

梼原町ホームページより
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エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
流
れ
を
止
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
ク

リ
ー
ン
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
上
で
の

技
術
も
あ
り
、
担
い
手
も
十
分
い
ま
す
。
10
年

後
か
、
20
年
後
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
に
な

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
確
実
に
あ
る
の
で
す
。
放
射
能
や
戦
争
な

ど
の
不
条
理
な
も
の
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
無
く
、

人
間
本
来
の
姿
で
生
き
て
い
け
る
。
そ
ん
な
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」。　

米
沢
さ
ん
の
言
葉
が

真
実
と
な
っ
て
胸
に
迫
っ
て
き
た
。

　

一
段
と
緑
の
美
し
さ
を
増
し
た
5
月
初
め
、
私

は
日
本
Y
W
C
A
も
加
盟
し
て
い
る
国
際
婦
人

年
連
絡
会
の
平
和
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
、
再
び
梼
原
町
を
訪
問
し
た
。

編
集
委
員
長　

実
生
律
子

考
え
る
べ
き
だ
か
ら
。「
造
る
こ
と
」
よ
り
「
将

来
に
生
か
す
」
こ
と
を
考
え
る
こ
と
こ
そ
行
政
の

使
命
と
し
、
当
時
荒
れ
果
て
た
ま
ま
の
森
林
を

蘇
ら
せ
る
べ
き
と
考
え
「
森
と
の
共
生
」
に
取

り
組
む
。
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
間
伐
や
手
入
れ

を
す
れ
ば
、
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
10
万
円
の
交

付
金
を
出
し
た
。
森
は
蘇
り
、
雇
用
が
生
ま
れ
た
。

特
に
脱
原
発
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

隣
町
で
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
誘
致

す
る
動
き
が
出
た
と
き
は
、
他
の
自
治
体
に
先

駆
け
反
対
を
表
明
し
た
。
現
在
財
政
は
県
内
ト
ッ

プ
の
健
全
性
と
安
定
性
を
誇
り
、
山
奥
の
小
さ

な
町
に
7
人
も
の
医
者
が
い
る
。

　

梼
原
町
に
は
町
の
構
想
を
任
せ
て
文
句
を
言

う
の
で
は
な
く
、
住
民
が
引
き
受
け
て
考
え
る

真
の
民
主
主
義
が
生
き
て
い
る
。
現
在
多
く
の

自
治
体
か
ら
視
察
に
く
る
そ
う
だ
が
、
職
員
に

任
せ
る
だ
け
で
な
く
町
民
・
市
民
と
も
に
学
ぶ
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●

　

こ
の
た
び
梼
原
町
を
訪
ね
、
一
人
の
女
性
物
理

学
者
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。
女
性
と
し
て
初

め
て
物
理
学
会
会
長
を
務
め
た
、
慶
應
義
塾
大

学
名
誉
教
授
・
米
沢
富
美
子
さ
ん
の
科
学
者
と

し
て
の
苦
悩
に
満
ち
た
文
が
手
元
に
あ
る
。「
原

子
炉
の
温
度
を
必
死
で
下
げ
る
た
め
に
大
量
に

水
を
使
い
ま
し
た
。
そ
の
水
が
ど
こ
へ
行
っ
て
い

る
の
か
。
海
へ
流
れ
て
、
地
下
水
に
流
れ
て
、
空

気
に
も
汚
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
い
い
方
向
に

行
か
な
い
し
、
止
め
よ
う
に
も
な
い
。
ま
じ
め
に

考
え
る
と
科
学
者
と
し
て
頭
が
お
か
し
く
な
り

そ
う
で
す
。
非
常
に
不
幸
な
き
っ
か
け
で
し
た

が
、
原
発
の
危
険
性
を
国
民
が
認
識
し
、
自
然

「木」の庁舎としては日本で最大規模である新庁舎は、
太陽光発電システムを採用

何
を
食く

ら

ひ
、
何
を
飲
ま
ん
と
命
の
こ
と
を
思
ひ
煩わ

ず
らひ
、

何
を
着
ん
と
体
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
な
。

生い
の
ち命

は
糧か

て

に
ま
さ
り
、
体
は
衣
に
勝ま

さ

る
な
ら
ず
や
。

空
の
鳥
を
見
よ
、

播ま

か
ず
、
刈
ら
ず
、
蔵
に
収
め
ず
。

然し
か

る
に
、
汝な

ん
ぢら

の
天
の
父
は
、
こ
れ
を
養
ひ
た
ま
ふ
。

汝
ら
は
之こ

れ

よ
り
も
遥
か
に
優す

ぐ

る
る
者
な
ら
ず
や
。

汝
ら
の
中
、
た
れ
か
思
ひ
煩
ひ
て
、
身
の
丈た

け

一
尺
を
加
へ
得え

ん
や
。

ま
た
、
何
ゆ
ゑ
衣こ

ろ
もの
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
や
。

野
の
百
合
は
如い

か
に何

し
て
育
つ
か
を
思
へ
、

労
せ
ず
紡
が
ざ
る
な
り
。

然さ

れ
ど
、
わ
れ
な
ん
ぢ
ら
に
告
ぐ
、

栄
華
を
極
め
た
る
ソ
ロ
モ
ン
だ
に
、そ
の
服よ

そ
お
い装
こ
の
花
の
一
つ
に
も
及し

か
ざ
り
き
。

今
日
あ
り
て
明あ

す日
、
炉ろ

に
投
げ
入
れ
ら
る
る
野
の
草
を
も
、

神
は
か
く
装よ

そ
ほひ
給
へ
ば
、
ま
し
て
汝
を
や
、

あ
あ
信
仰
う
す
き
者
よ
。

さ
ら
ば
、
何
を
食
ひ
、
何
を
飲
み
、
何
を
着
ん
と
て
思
ひ
煩
ふ
な
。

是こ
れ

み
な
異
邦
人
の
切せ

つ

に
求
む
る
所
な
り
。

汝
ら
の
天
の
父
は
凡す

べ

て
こ
れ
ら
の
物
の
汝
ら
に
必
要
な
る
を
知
り
給
ふ
な
り
。

ま
づ
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
、

然
ら
ば
、
凡
て
こ
れ
ら
の
物
は
汝
ら
に
加
へ
ら
る
べ
し
。

こ
の
故ゆ

え

に
明
日
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
な
、

明
日
は
明
日
み
づ
か
ら
思
ひ
煩
は
ん
。

一
日
の
苦
労
は
一
日
に
て
足た

れ
り
。

（
マ
タ
イ
伝　

第
6
章
25
〜
34
節
）

　

イ
エ
ス
は
詩
人
で
は
な
い
か
と
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
詩
人
が
書
い
て
お
ら

れ
る
の
に
誘
発
さ
れ
て
、
文
語
訳
聖
書
を
詩
型
に
組
み
立
て
て
み
ま
し
た
。

声
を
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
不
思
議
に
力
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
。

杉
村
み
ど
り  

日
本
Y
W
C
A
運
営
委
員

今を生きるあなたへ
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何
を
食く

ら

ひ
、
何
を
飲
ま
ん
と
命
の
こ
と
を
思
ひ
煩わ

ず
らひ

、

何
を
着
ん
と
体
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
な
。

生い
の
ち命

は
糧か

て

に
ま
さ
り
、
体
は
衣
に
勝ま

さ

る
な
ら
ず
や
。

空
の
鳥
を
見
よ
、

播ま

か
ず
、
刈
ら
ず
、
蔵
に
収
め
ず
。

然し
か

る
に
、
汝な

ん
ぢら

の
天
の
父
は
、
こ
れ
を
養
ひ
た
ま
ふ
。

汝
ら
は
之こ

れ

よ
り
も
遥
か
に
優す

ぐ

る
る
者
な
ら
ず
や
。

汝
ら
の
中
、
た
れ
か
思
ひ
煩
ひ
て
、
身
の
丈た

け

一
尺
を
加
へ
得え

ん
や
。

ま
た
、
何
ゆ
ゑ
衣こ

ろ
もの
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
や
。

野
の
百
合
は
如い

か
に何
し
て
育
つ
か
を
思
へ
、

労
せ
ず
紡
が
ざ
る
な
り
。

然さ

れ
ど
、
わ
れ
な
ん
ぢ
ら
に
告
ぐ
、

栄
華
を
極
め
た
る
ソ
ロ
モ
ン
だ
に
、そ
の
服よ

そ
お
い装
こ
の
花
の
一
つ
に
も
及し

か
ざ
り
き
。

今
日
あ
り
て
明あ

す日
、
炉ろ

に
投
げ
入
れ
ら
る
る
野
の
草
を
も
、

神
は
か
く
装よ

そ
ほひ
給
へ
ば
、
ま
し
て
汝
を
や
、

あ
あ
信
仰
う
す
き
者
よ
。

さ
ら
ば
、
何
を
食
ひ
、
何
を
飲
み
、
何
を
着
ん
と
て
思
ひ
煩
ふ
な
。

是こ
れ

み
な
異
邦
人
の
切せ

つ

に
求
む
る
所
な
り
。

汝
ら
の
天
の
父
は
凡す

べ

て
こ
れ
ら
の
物
の
汝
ら
に
必
要
な
る
を
知
り
給
ふ
な
り
。

ま
づ
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
、

然
ら
ば
、
凡
て
こ
れ
ら
の
物
は
汝
ら
に
加
へ
ら
る
べ
し
。

こ
の
故ゆ

え

に
明
日
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
な
、

明
日
は
明
日
み
づ
か
ら
思
ひ
煩
は
ん
。

一
日
の
苦
労
は
一
日
に
て
足た

れ
り
。

（
マ
タ
イ
伝　

第
6
章
25
〜
34
節
）

　

イ
エ
ス
は
詩
人
で
は
な
い
か
と
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
詩
人
が
書
い
て
お
ら

れ
る
の
に
誘
発
さ
れ
て
、
文
語
訳
聖
書
を
詩
型
に
組
み
立
て
て
み
ま
し
た
。

声
を
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
不
思
議
に
力
が
湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
。

杉
村
み
ど
り  

日
本
Y
W
C
A
運
営
委
員

■
人
間
力

　

な
に
よ
り
も
ま
ず
、
自
分
と
い
う
人
間
を
好

き
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
と
い
う
の
が

私
の
提
案
で
す
。
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
。

そ
し
て
次
に
は
他
者
と
の
つ
な
が
り
や
関
わ
り
の

中
で
、
育
ち
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
足

元
で
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
親

子
関
係
や
夫
婦
関
係
、
友
人
関
係
な
ど
を
再
構

築
し
て
い
く
こ
と
も
今
は
大
切
な
時
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
社
会
力

　

地
球
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
「
経
済
至
上
主
義
」

の
大
き
な
渦
の
中
で
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。

こ
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、
さ
り
と
て
、
ス
ト
レ

ス
に
な
る
ほ
ど
真
向
対
決
す
る
の
で
も
な
く
、
自

分
に
合
っ
た
バ
ラ
ン
ス
で
距
離
を
と
り
つ
つ
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
経
済
至
上
主
義
が

「
早
く
、
き
ち
ん
と
、
た
く
さ
ん
、（
皆
と
）
同
じ

よ
う
に
、
失
敗
す
る
な
」
と
四
六
時
中
、
私
た

ち
を
追
い
立
て
る
中
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
距
離
を

と
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
み
る
の
で
す
。
子

育
て
の
基
本
方
針
は
お
金
を
か
け
ず
に
、
手
間

暇
か
け
る
、
愛
情
を
か
け
る
こ
と
で
す
。「
エ
コ

な
子
育
て
」
は
、
ゲ
ー
ム
や
ケ
ー
タ
イ
を
与
え
る

よ
り
も
、
直
接
的
な
体
験
と
対
話
を
心
が
け
る

こ
と
で
す
。

■
対
話
力

　

子
ど
も
を
対
話
の
中
で
育
て
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
す
。
同
時
に
す
べ
て
の
お
と
な
た
ち
も
対

話
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
す
ぐ
そ
ば
に

い
る
家
族
・
友
人
・
知
人
・
す
れ
違
う
人
。
そ
れ

な
り
の
対
話
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。「
思
い
を

と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
さ
ば
け
な
か
っ

た
。
関
心
の
持
続
期
間
は
一
年
ぐ
ら
い
で
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
」。
今
回
の
大
震
災
で
も
、

被
災
地
以
外
で
の
関
心
は
急
激
に
薄
れ
て
い
る

と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
、
時
代
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
無
縁
社
会
・
弧
族
の
時
代
・
貧
困
の
連
鎖
・

生
き
づ
ら
さ
の
社
会
・
災
害
群
発
前
夜
の
日
本
、

と
厳
し
い
も
の
が
並
び
ま
す
。

　
生
き
る
た
め
の
三
つ
の
力

　

こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
る
た
め
に
三
つ
の

力
が
必
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

①
人
間
力
②
社
会
力
③
対
話
力
で
す
。
①
人
間

力
と
は
、
自
分
を
理
解
し
、
他
者
を
理
解
す
る
。

と
り
わ
け
、
自
分
自
身
を
、
強
さ
も
弱
さ
も
含

め
て
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
こ
と
。
そ
し

て
、
心
身
が
元
気
で
な
い
時
も
、
そ
れ
な
り
に
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
生
き
て
い
く
力
で
す
。
②

社
会
力
は
、
こ
の
時
代
と
社
会
の
動
き
を
理
解

し
て
、
そ
の
影
響
の
も
と
で
賢
く
生
き
抜
い
て
い

く
こ
と
。
同
時
に
こ
の
社
会
を
良
い
も
の
と
し
て

い
く
た
め
の
働
き
か
け
を
自
分
な
り
に
し
て
い
く

力
で
す
。
③
対
話
力
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
や

か
か
わ
り
の
中
で
、
心
を
開
い
て
話
し
た
り
、
聴

い
た
り
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
学
ん

だ
り
、
内
省
し
た
り
、
癒
さ
れ
た
り
す
る
力
で
す
。

こ
れ
ら
の
力
は
、
試
練
の
多
い
状
況
で
は
、
一
段

と
必
要
に
な
り
ま
す
。
で
も
こ
ん
な
時
ほ
ど
、
人

は
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
や
す

く
、
対
人
関
係
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
対
話
も
な

く
な
る
中
で
、
社
会
状
況
を
読
み
取
る
力
も
低

下
し
が
ち
で
す
。

　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　

ど
ん
な
時
代
で
も
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
す
。
わ
か
っ
て
は
い
る
つ
も
り

で
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、
今
の
時
代
を
生
き
る

こ
と
の
困
難
さ
を
思
う
日
々
で
す
。
震
災
後
の

日
本
。
そ
の
日
本
を
覆
う
政
治
や
経
済
、
ま
た

社
会
全
般
の
動
き
の
中
に
、
心
を
明
る
く
す
る

よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
に
出
会
う
こ
と
が
め
っ
た
に

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
次
か

ら
次
へ
と
消
費
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
悲
し
く
恐

ろ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
さ
え
、
記
号
の
よ
う
に
一
瞬

に
し
て
忘
れ
去
っ
て
い
く
よ
う
な
現
代
社
会
で

す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
当
時
、
神
戸
大
学
精
神
神

経
科
教
授
だ
っ
た
中
井
久
夫
さ
ん
は
、
著
書
で

こ
う
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。「『
1
9
9
5
年
1

月
・
神
戸
』
に
続
く
第
二
冊
目
の
報
告
書
『
昨

日
の
ご
と
く
』（
1
9
9
6
年
４
月
刊
）
は
ほ

言
葉
に
す
る
、
言
葉
を
行
動
に
す
る
、
行
動
を

習
慣
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
言
葉

に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
話
せ
る
相
手
が
い
る
と
喜

び
は
二
倍
に
、
悲
し
み
は
半
分
に
な
り
ま
す
。
対

話
は
遺
伝
や
性
格
の
せ
い
で
は
な
く
、
習
慣
に
よ

る
も
の
で
す
。
浅
い
内
容
で
も
、
深
い
内
容
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
に
対
話
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　
災
前
災
後
は
最
後
ま
で
最
善
を
尽
く
す

　

今
の
私
が
、
震
災
支
援
活
動
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
活
動
を
し
て
い
て
行
き
着
い
た
「
ツ
ー
ス

テ
ッ
プ
で
す
。
第
一
ス
テ
ッ
プ
「
和
顔
愛
語
（
わ

が
ん
あ
い
ご
）
で
始
め
よ
う
、第
二
ス
テ
ッ
プ
「
居

場
所
と
所
属
を
つ
く
ろ
う
」。
日
々
の
生
活
を
和

や
か
な
表
情
と
慈
し
み
の
あ
る
言
葉
で
始
め
る

こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
の
居
場
所
を
家
庭
以
外

に
い
く
つ
か
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
所
属
を
持
っ

て
、
そ
こ
で
の
活
動
や
役
割
を
担
う
こ
と
。
こ
ん

な
単
純
明
快
な
こ
と
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
闇

夜
の
中
で
も
、
う
っ
す
ら
と
光
の
方
向
が
見
え
て

く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
自
分
の

光
の
道
で
す
。

　

最
後
に
、
親
友
か
ら
最
近
も
ら
っ
た
お
気
に

入
り
の
言
葉
で
し
め
く
く
り
ま
す
。

　

荒
波
が
い
く
つ
も
重
な
っ
て
く
る
と
き
に
は
一

つ
ひ
と
つ
の
波
を
さ
け
よ
う
と
し
て
も
結
局
次
の

波
を
か
ぶ
っ
て
流
さ
れ
、
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
や
す
い
の
で
自
分
の
目
的

地
を
き
ち
ん
と
定
め
て
、
そ
れ
を
北
極
星
の
よ

う
に
見
て
い
る
よ
う
に
す
る
の
が
一
番
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
森　

実
）

闇夜の中でも
自らの光の道を	
HEALホリスティック教育実践研究所所長

大阪YWCA会員
金 香百合

今を生きるあなたへ
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　教会で原発のことを話題にしにくい
のだけれどどうしたらいいだろう?　
YWCAに連なる人の中にはこんな思い
を持つ方も多いのではないだろうか。こ
の問いにスッと答えてくれるこの本は、
YWCAの学習会にぴったり。教会に連な
る人たちにも、そうでない人たちにもぜ
ひ読んでいただきたい手軽な一冊であ
る。今を生きるすべての人に、生きること
の意味と責任を考える機会を与えてく
れると思う。

　我が敬愛する内藤新吾牧師は、いの
ちのことば社からこの本を書いてほし
いと依頼があったこと、忙しいので充分
時間をかけて書けなかったことを話し
ておられた。内藤牧師は昨年浜岡原発の
地元から千葉県に転居され、今や首都圏
でヒッパリダコとなっている。でも本の
内容は充実しており、とてもわかりやす
い。それは、本を書くために考えたこと
ではなく、生き方・信念そのものだから
に違いない。

　最後に、何度読んでも涙が溢れる、文
中に引用されている言葉を紹介する。

「神はこの世では全能ではないが、私た
ちを愛しており善である」。これは聖書の
言葉ではないが、今回のようなあまりに
も大きな災害や苦悩についての、内藤牧
師が「心の内の確信」としているユダヤ
教のラビの言葉である。これからも、いつ
もこの本を手にしていたい。

静岡YWCA　藤原玲子

『キリスト者として
原発をどう考えるか』

（いのちのことば社）

内藤新吾／著
いのちのことば社／発行　
700円+税

本の紹介

　3・11の“あの日”から1年以上が過ぎても原発事故は収束せず、私たちは言わば「被
ばく社会」に生きています。67年前の広島・長崎の“あの日”と地球上で起き続けて
いるヒバクについて学ぶことは、私たちがこれからを生きていく上で大切なことだと
思います。核は人間にとってどのような存在なのかを広島の地で共に考えてみましょう。
ぜひご参加ください。
＊グローバルヒバクシャとは：『ヒバクシャ』をいわゆる『ヒロシマ・ナガサキ』の原爆犠牲者に限定
するのではなく、より広い視点からの核被害者を表しています。

■対象：中学生以上、このプログラムに関心のある方どなたでも。
■費用：
●中学・高校生� 2泊3日　22,000円（申込金5000円、参加費17,000円）
� オプション参加　3泊4日　30,000円（申込金5000円、参加費25,000円）

●大学生・大学院生� 2泊3日　23,500円（申込金5000円、参加費18,500円）
� オプション参加　3泊4日　33,500円（申込金5000円、参加費28,500円）

●一般� 2泊3日　26,500円（申込金5000円、参加費21,500円）
� オプション参加　3泊4日　37,000円（申込金5000円、参加費32,000円）�

注1費用には、プログラム費・宿泊費・食費・フィールドワーク交通費・保険料が含まれます。
注2留学生参加費補助制度があります。詳細は日本YWCAまでお問いあわせ下さい。

■定員：85名（定員になり次第締切）
■申し込み方法：
⑴申込書をFAX・郵送またはメールで日本YWCAまでお送りください。費用は全額一括で、郵便
振替でお振込ください。　郵便振替番号:00170-7-23723　（財）日本YWCA
※振込通信欄に「ひろしまを考える旅」と記入してください。
⑵申し込み締め切り　：6月29日（金）
⑶キャンセルについて：8月1日（水）以前のキャンセルの場合は参加費のみ返却いたします。

8月2日（木）以後のキャンセルの場合は全額返却できません。
■インターン＆ボランティアリーダー募集中：
＊ボランティアリーダー
参加費：10,000円を補助いたします。　資格：30歳以下の方。
内容：中学生・高校生参加者のサポートやプログラム運営をお手伝いしてくださるリーダー
＊インターン
募集人数：1名　締切：6月11日（月）…複数の応募があった場合は選考いたします。
詳細は日本YWCAホームページをご覧ください。www.ywca.or.jp/

■お問い合わせ・申込書送付先：
日本YWCA（担当：萩尾・小笠原）　101-0062　千代田区神田駿河台1-8-11東京YWCA会館302号室
tel：03-3292-6121�fax：�03-3292-6122　e-mail：office-japan@ywca.or.jp

■期間：2012年8月7日（火）～9日（木）12：00
＊オプション参加の場合、8月10日（金）9：00解散

■会場：広島市文化交流会館
〒730-0812　広島県広島市中区加古町３-3　Tel　082-243-8881

8月7日（火） 12:30／現地集合　→　開会　→　広島平和記念資料館見学
→　交流会

8月8日（水） フィールドワーク　被爆証言／碑めぐり　→　分かち合い　→
ワークショップⅠ

8月9日（木） ワークショップⅡ　→　思いを伝える　→　閉会　→
12:00／現地解散
オプション　宮島を楽しむ／岩国を訪ねる

8月10日（金） 9:00／チェックアウト・解散

■スケジュール

ひろしまを考える旅2012ご案内
グローバルヒバクシャ　ひろしまで考える被爆と被曝

2012年8月7日（火）～9日（木）
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福
島
県
飯
舘
村
の
幼
稚
園
児
と
そ
の
保
護
者
計

28
名
を
招
い
て
、
3
月
末
に
2
泊
3
日
の
「
親
子

わ
く
わ
く
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
8

団
体
が
実
行
委
員
会
を
構
成
し
「
虹
と
緑
し
ず
お

か
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
静
岡
Y
W
C
A
が
代
表
と
な
っ

て
、
2
カ
月
の
準
備
を
経
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

放
射
線
の
恐
れ
を
忘
れ
て
自
然
の
中
で
の
び
の

び
と
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
は
目
的
を

十
分
に
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
初
日
は

雨
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
多
彩
な
若
者
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
目
を
輝
か
せ
て
見
入
り
、
と
ん

だ
り
跳
ね
た
り
、
ゲ
ー
ム
や
買
い
物
を
し
た
り
と

よ
く
遊
び
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
晴
天
の
下
、
日
本
平
の
山
中
に
開

か
れ
た
施
設
で
ス
タ
ッ
フ
が
園
児
一
人
ひ
と
り
に

対
応
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
駆
け
回
り
、

笑
い
、
叫
び
、
自
然
の
中
の
生
き
物
に
驚
き
、
よ

く
食
べ
、
疲
れ
を
知
ら
ぬ
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生

き
と
し
た
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
平
山
頂
で

駿
河
湾
を
、
三
保
の
松
原
で
霊
峰
富
士
を
眺
め
、

久
能
の
石
垣
い
ち
ご
の
食
べ
放
題
と
、
静
岡
を
堪

能
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

3
日
目
は
科
学
館
で
色
々
な
不
思
議
に
心
を
奪

　

神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
３
月
24
日
〜
29
日

に
表
記
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
福
島
県
か

ら
７
家
族
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
夏
に
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
保

養
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
た
後
、
何
か
も
っ

と
将
来
に
つ
な
が
る
工
夫
が
で
き
な
い

か
と
考
え
始
め
た
の
が
、
こ
の
ツ
ア
ー

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
せ
っ
か
く
遠
い
兵

庫
ま
で
来
て
も
ら
う
の
な
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
思
い
切
り
外
遊
び
を

楽
し
む
間
、
お
と
な
に
は
、
住
宅

や
仕
事
・
学
校
・
医
療
体
制
・
地

域
柄
な
ど
を
見
て
い
た
だ
こ
う
。

そ
し
て
、
日
々
避
難
か
否
か
、
食

べ
る
か
否
か
等
、
多
く
の
選
択
を

迫
ら
れ
る
ご
家
族
に
「
わ
か
ら
な

い
」
不
安
を
ひ
と
つ
で
も
解
消
し

て
も
ら
お
う
と
企
画
が
動
き
出
し

た
。

　

期
間
中
は
、
福
島
の
方
々
の
た

め
に
活
動
す
る
団
体
や
移
住
者
と
、

参
加
者
と
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
徹

わ
れ
て
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
発
想
が
生

ま
れ
、
幅
広
い
方
面
か
ら
の
物
資
金
銭
の
援
助
が

与
え
ら
れ
、
単
独
の
実
施
で
は
と
う
て
い
成
し
得

な
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

事
後
の
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
多
く
の

感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
夏
も
実
施

の
予
定
で
す
。

�

静
岡
Y
W
C
A
会
長　

黒
沼
由
利
子

し
た
。
福
島
で
生
き
る
こ
と
に
悩
む
と

き
、
ツ
ア
ー
で
出
会
っ
た
一
人
ひ
と
り

が
相
談
者
と
な
れ
る
な
ら
幸
い
だ
。
最

終
日
、
振
津
か
つ
み
医
師
と
の
医
療
相

談
を
経
て
「
自
分
の
地
域
で
も
相
談
会

を
！
」
と
の
動
き
も
出
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
方
々
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

�

神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
職
員　

西
本
玲
子

親
子
わ
く
わ
く
ピ
ク
ニ
ッ
ク

ひ
ょ
う
ご

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
よ
う
ツ
ア
ー

楽しかった人バンザイ

借り上げ住宅見学

静岡
YWCA

神戸
YWCA
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■
賛
助
費

小
川
郁
子　

川
端
国
世　

大
城
美
代
子

中
尾
廣
美　

古
川
道
子　

谷
澤
ト
モ
子

本
田
恭
子　

淀
川
敬
子　

武
内
冨
貴
代

髙
月
三
世
子

■
活
動
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

萩
原
奈
苗　

糸
井
玲
子　

松
原
恵
美
子

坂
本　

渚　

奥
田
尚
子　

木
村
真
理
子

金
剛
静
慧　

大
野
綾
子　

杉
村
み
ど
り

寺
島
順
子　

俣
野
尚
子　

横
山
由
美
子

樋
口
さ
や
か　

メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
の
会

東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
宗
教
委
員
会

捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高
等
学
部

山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校

広
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

浜
松
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

■
多
文
化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
（
国
際
協
力
募
金
）

松
山
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
募
金　

変
革
の
力
基
金
）

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
パ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
支
援
募
金
）

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

小
川
冨
貴　

宮
下
ま
り　

矢
内
寿
美
子

松
澤
啓
子　

呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

０
４
２
２
キ
リ
ス
ト
教
会

合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会

■
若
い
女
性
育
成
サ
ポ
ー
タ
ー

藤
原
玲
子　

藤
野
尚
子　

吉
村
千
惠　

西
原
美
香
子

東
京
Y
W
C
A
世
界
Y
W
C
A
デ
ー
参
加
者
有
志

■
平
和
教
育
資
金　

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

■
指
導
者
養
成
基
金　

松
原
恵
美
子　

■
ク
リ
ス
マ
ス
献
金

女
子
聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校　

■
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
フ
ァ
ン
ド

～
女
性
が
創
る
安
全
な
社
会
の
た
め
の
寄
付
～

武
内
冨
貴
代

�

（
２
０
１
２
年
４
月
20
日
現
在 

敬
称
略
）

2
0
1
2
年
4
月
よ
り
、「
活
動
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
「
若
い
女
性
育
成
サ
ポ
ー

タ
ー
）
は
ご
寄
付
受
付
窓
口
を
一
本
化
し

て
「
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
フ
ァ
ン
ド
～
女

性
が
創
る
安
全
な
社
会
の
た
め
の
寄
付
～
」

と
な
り
ま
し
た
）。

■
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金

仁
木
三
智
子　

高
岩
由
美
子　

大
澤
千
鶴
子

富
岡
美
知
子　

高
野
和
佳
子　

玉
木
け
い
子

田
村
恵
美
子　

伊
藤
真
智
子　

黒
田
と
め
子

辻　

加
代　

白
井
陽
子　

水
上
伸
子　

斎
藤
喜
子　

辻
井
夏
子　

山
路
雅
子　

北
原
恵
美　

安
武
留
美　

永
吉
敞
子　

臼
田
治
子　

寺
島
順
子　

杉
山
知
子　

木
村
純
子　

野
呂
幸
子　

幸
福
花
江　

汐
崎
康
子　

川
尻
泰
子　

一
杉
静
子　

大
村
直
子　

西
野
和
子　

髙
木
弘
子

中
村
紀
子　

日
浦
華
子　

板
垣
貴
子

和
田
妙
子　

西
島　

黎　

松
浦
靖
子

Ms.
C
l
a
u
d
e  

l
e  

J
e
u
n
e

Ms.
H
e
r
z
o
g　

サ
ン
タ
の
会
代
表　

海
野
登
光

木
版
工
房　

大
沢
民
子

捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高
等
学
部

福
岡
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
一
同

福
岡
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
部

大
阪
女
学
院
中
学
校
高
等
学
校
宗
教
部

大
阪
女
学
院
中
学
校
高
等
学
校
東
日
本
大
震

災
被
災
者
支
援
の
会

大
阪
女
学
院
中
学
校
高
等
学
校
宗
教
行
事
講

演
会
献
金　

東
洋
英
和
女
学
院
同
窓
会

女
子
学
院
同
窓
会　

国
立
呉
高
等
専
門
学
校

北
星
学
園
女
子
高
等
学
校
Y
W
C
A

釧
路
Y
W
C
A　

弘
前
Y
W
C
A

湘
南
Y
W
C
A　

静
岡
Y
W
C
A　

浜
松
Y
W
C
A　

神
戸
Y
W
C
A　

松
山
Y
W
C
A　

長
崎
Y
W
C
A　

呉
Y
W
C
A　

ド
イ
ツ
Y
W
C
A

東
京
Y
W
C
A
会
員
グ
ル
ー
プ
合
同
ク
リ
ス
マ

ス
の
集
い
メ
ン
バ
ー
一
同

東
京
Y
W
C
A
国
領
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会　

東
京
Y
W
C
A
募
金
箱

東
京
Y
W
C
A
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会
募
金
箱

大
阪
Y
W
C
A
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ザ
ー
実
行

委
員
会

神
戸
Y
W
C
A
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
部
フ

ル
ー
ト
&
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

Y
W
C
A
フ
ェ
ス
タ
in
長
崎
日
曜
礼
拝
席
上

献
金

南
阿
蘇
え
ほ
ん
の
く
に

助
成
金
・
協
力
金

ド
イ
ツ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
社
会
奉
仕
協
会

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議

�
（
2
0
1
2
年
4
月
20
日
現
在　

敬
称
略
）

2
0
1
1
年
3
月
15
日
か
ら
の

募
金
総
額
4
6
8
1
万
1
1
9
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
末
、
日
本
Y
W
C
A
が
被
災
者

支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
福
島
県
相
馬

郡
新
地
町
の
町
立
尚
英
中
学
校
が
、
全

校
生
徒
が
書
い
た
3
月
11
日
東
日
本
大

震
災
の
作
文
を
記
録
化
し
た
い
と
の
意

向
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
知
り
、
日
本

Y
W
C
A
は
中
学
校
に
協
力
し
て
、
作

文
の
デ
ー
タ
ー
入
力
と
津
波
被
害
を
海

外
へ
も
伝
え
て
い
く
た
め
に
英
語
へ
の

翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
で
被
災
さ

れ
た
方
へ
必
要
な
支
援
は
、
そ
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い

昨
年
6
月
に
、
作
文
は
書
か
れ
ま
し
た
。

あ
の
日
の
記
憶
を
辿
る
こ
と
は
、
中
学

生
の
心
に
大
き
な
負
担
と
な
る
た
め
、

個
々
に
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
も
、
あ

り
の
ま
ま
を
綴
っ
た
貴
重
な
作
文
で
す
。

中
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
60
名
以
上
の

入
力
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
の

声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

　

作
文
に
は
、
未
来
を
創
造
す
る
強
い

意
志
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
代
の

中
高
Y
W
C
A
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
こ

の
入
力
作
業
に
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と

で
、
作
文
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
若

者
た
ち
が
繋
が
り
ま
し
た
。
若
い
チ
カ

ラ
が
結
ば
れ
て
、
未
来
と
い
う
路
を
切

り
開
く
大
き
な
チ
カ
ラ
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
尚
英
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の

声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
、
そ
し
て
記

録
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、
世

界
の
人
々
へ
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

�

日
本
Y
W
C
A
職
員　

蕪
木
玲
子

＊
体
験
記
は
、
日
本
Y
W
C
A
事
務
所

や
地
域
Y
W
C
A
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
体
験
記

『
新
地
町
立
尚
英
中
学
校

　
　
　
　
　

２
５
６
の
軌
跡
』発
刊
へ
の
協
力

憲法審査会の動きが急ピッチ
です。注目し、近隣の方はぜひ
傍聴してください。
＊審査会日程はおよそ１週間前に
確定します。両院とも毎週ある
いは隔週で、平日開催です。

＊傍聴を希望される方は日本ＹＷ
ＣＡ事務所にご連絡ください。
◎参院は中継を、また両院とも
意見を受け付けています。詳細
は両院のホームページをご覧く
ださい。

参議院憲法審査会
http://www.kenpoushinsa.
sangiin.go.jp/

衆議院憲法審査会
http://www.shugiin.go.jp/index.
nsf/html/index_kenpou.htm

憲法審査会を
傍聴しよう！
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